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史
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葉
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史
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史
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光
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西
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史
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史
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史
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史
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て
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一
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所
牧
)
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の
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に
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(
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史
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牧
)
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代
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州
の
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置
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(
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史
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究
一
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所
牧
)
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世
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け
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宋
代
の
三
泉
照
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い
て
(
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園
史
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究
一
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所
牧
)

宋
代
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緩
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(
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史
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(
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史
研
究
一
』
所
牧
)

守
忍
誇

「
宋
代
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磐
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」
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史
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史
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五
巻
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都
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史
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巻
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第
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第
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和
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和
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年
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和
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五
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(
『
中
国
史
研
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所
枚
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史
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史
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収
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史
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収
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史
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史
研
究
一
』
所
牧
〉

宋
代
の
坐
倉
(
『中
国
史
研
究
一

』
所
枚
)

清
代
に
お
け
る
盟
業
資
本
に
つ
い
て
(
上
)

清
代
に
お
け
る
盟
業
資
本
に
つ
い
て
(
下
〉

四
期
四
分

山
口
商
皐
雑
誌
第
十
八
巻

第
二
読

人
文
科
皐
第
二
巻
第
四
耽

(
『
中
国
史
研
究

一
』
所
牧
)

東
洋
史
研
究
第
十
一
巻
第

(
『
中
園
史
研
究
一
』
所
牧
)

一一瞬

東
洋
史
研
究
第
十
一
巻
第

昭
和
十
七
年

昭
和
十
八
年

昭
和
十
九
年

昭
和
十
九
年

昭
和
十
九
年

昭
和
十
九
年
十
一
月

昭
和
二
二
年
十
一
月

昭
和
二
三
年

昭
和
二
五
年

昭
和
二
六
年

八
月月

二
月

五
月

二
月

-7-

七
月

九
月月



宋
代
に
於
け
る
重
法
地
分
に
就
い
て
(
『
中
闘
史
研
究
一
』
所
牧
)

明
代
の
票
法
1

明
代
盟
政
の
一
働
|
(
『
中
関
史
研
究
一
』
所
牧
〉

油
例
代
威
盟
朝
に
お
け
る
准
南
盟
政
令
中
園
史
研
究
一

』
所
牧
)

清
代
道
光
朝
に
お
け
る
准
南
瞳
政
の
改
革
(
『
中
関
史
研
究
二
』
所
牧
)

清
代
准
南
盤
販
路
の
争
奪
に
つ
い
て
(
上
)

清
代
准
南
盟
販
路
の
争
奪
に
つ
い
て
(
下
)
(
『
中
園
史
研
究
一
』
所
牧
〉

宋
初
に
お
け
る
茶
の
専
買
制
度
(
『
中
国
史
研
究
一
』
所
牧
〉

(
『
中
関
史
研
究
一
』
所
牧
)

明
清
時
代
の
民
社
に
つ
い
て
〈
『
中
園
史
研
究
一
h

所
牧
)

清
代
盟
の
専
買
制
度
に
つ
い
て
(
上
)

(
『
中
国
史
研
究
一
』
所
枚
、
「
清
代
に
お
け
る
閣
の

専
寅
制
度
」
と
改
題
)

清
代
盟
の
専
貰
制
度
に
つ
い
て
(
下
〉
(
『
中
関
史
研
究
一
』
所
枚
、
「
消
代
に
お
け
る
懸
の

専
貨
制
度
」
と
改
題
〉

康
照
権
問
正
時
代
に
お
け
る
日
清
貿
易
〈
『
中
園
史
研
究
二
』
所
牧
)

競

羽
田
博
士
煩
霧
記
念
東
洋

史
論
叢

史
林
第
三
七
巻
第
四
時
恥

東
洋
史
研
究
第
十
三
巻
第

六
駿

東
方
察
論
集
第
三
披

史
林
第
三
九
巻
第
四
蹴

史
林
第
三
九
巻
第
五
競

京
都
大
摩
文
皐
部
五
十
周

年
記
念
論
集

東
洋
史
研
究
第
十
五
巻
第

四
瞬

歴
史
教
育
第
五
巻
第
十

続
歴
史
教
育
第
五
轡
第
十

続
東
洋
史
研
究
第
十
六
巻
第

四
蹴

昭
和
二
五
年
十
一
月

昭
和
二
九
年

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十
年
十
一
月

昭
和
三
一
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
一
年
十
一
月

昭
和
三
二
年

昭
和
三
二
年
十
一
月

昭
和
三
二
年
十
二
月

昭
和
三
三
年

七
月月

七
月

九
月

-8-

月月



宋
代
林
特
の
茶
法
改
革
に
つ
い
て
(
『
中
園
史
研
究
二
』
所
枚
〉

清
代
難
正
朝
に
お
け
る
逼
貨
問
題
(
『
中
国
史
研
究
二
』
所
噌
)

近
世
中
園
に
お
け
る
観
音
信
仰
(
『
中
薗
史
研
究
一
一
』
所
枚
〉

明
清
聞
の
祉
曾
経
済
の
護
展

明
清
聞
の
祉
曾
経
済
の
護
展

宋
伏
仁
宗
朝
に
お
け
る
茶
法
に
つ
い
て
(
『
中
国
史
研
究
ニ
』
所
牧
)

清
代
に
お
け
る
奏
鋪
制
度
(
『
中
園
史
研
究
一
一
』
所
牧
)

清
代
の
旦
書
1

清
代
財
政
問
題
の
一
働
|
(
『
中
園
史
研
究
二
』
所
牧
)

濁
裁
君
主
の
経
済
政
策
l
中
園
近
世
に
お
け
る
(
『
中
園
史
研
究
一
一
』
所
牧
)

同
円
。
ロ

0
5
5
2
曲
目
説
。

-
E
2
5
0
仏

阻

ま

r
n
E口
市

gom同
市
吋
ロ
向
日
目
巾
口
問
曲
全

wm

自
白

2
5ロ
円
山
印
門
田
市
曲
叩
】
仏
冊
ペ

g
m
n
y
o
d『
・
、
H
，

E円
山
口
円
片
山

O
ロ
門
同
町
富
山
口

Z-
の
記
長
w
H

岡
山

2
5
E
m
gユ
A
5
5弓
・
叶
l
c

宋
代
の
公
使
銭
に
つ
レ
て
(
上
)
|
地
方
財
政
の
研
究

l
q中
国
史
研
雪
ζ

所
収
)

東
方
皐
第
十
七
輯

東
洋
史
研
究
第
十
八
巻
第

三
競

塚
本
博
士
頭
書
記
念
品
開
教

史
皐
論
集

文
部
省
研
究
報
告
集
録

文
部
省
研
究
報
告
集
録

岡
山
史
皐
第
十
競

東
洋
史
研
究
第
二
二
巻
第

続

東
洋
風
平
報
第
四
六
巻
第

続
A
A
地
域
総
合
研
究
連
絡

季
報
第
十
競

東
洋
風
平
報
第
四
七
巻
第
一

競

昭
和
三
三
年

昭
和
三
四
年
十
二
月 月

昭
和
三
六
年

昭
和
三
六
年

昭
和
三
七
年
十
一
月

昭
和
三
六
年
十
二
月

昭
和
三
八
年
十
二
月

昭
和
三
八
年
十
二
月

昭
和
三
九
年

昭
和
三
九
年

月
十
月

-9-

三
月

六
月



宋
代
の
公
使
銭
に
つ
レ
て
〈
下
)
|
地
方
財
政
の
研
究
|
(
『
中
園
史
研
究
一
一
』
所
牧
〉

清
代
の
郷
約

・
地
保
に
つ
レ
て
|
清
代
地
方
行
政
の
一
駒
|
(『中
国
史
研
究
二』
所
枚
)

清
代
養
廉
銀
の
務
借
に
つ
い
て
(
『
中
関
史
研
究
二
』
所
牧
)

清
代
同
治
朝
に
お
け
る
郷
勇
の
撤
際
問
題
(
『中
間
史
研
究
一
一
』
所
牧
)

清
朝
の
興
起
と
山
西
商
人
(
『
中
国
史
研
究
二
』
所
枚
)

清
代
に
お
け
る
臨
務
の
疑
獄
に
つ
レ
て

(
『
中
闘
史
研
究
一
一
』

所
牧
〉

宋
代
社
舎
の
基
礎
的
総
合
的
研
究

近
世
中
閣
の
都
市
と
農
村

清
代
に
お
け
る
坐
省
の
家
人
(
『
中
園
史
研
究
二
』
所
牧
)

清
代
の
侍
衡
に
つ
い
て

l
君
主
濁
裁
権
研
究
の
一
駒
(
『中
園
史
研
究
二
』
所
牧
)

宋
代
の
公
使
庫
に
つ
い
て
地
方
財
政
の
研
究

1
2
中
園
史
研
究
二』

所
牧
)

'

清
代
薙
正
朝
に
お
け
る
養
廉
銀
の
研
究
付
|
地
方
財
政
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
|

清
代
礎
知
正
朝
に
お
け
る
養
廉
銀
の
研
究
同
|
地
方
財
政
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

東
洋
間
四
千報
第
四
七
巻
第
二

続
東
方
摩
第
二
八
輯

東
方
皐
第
三
十
輯

朝
鮮
皐
報
第
三
七

・
三
八

輯
(
合
併
)

社
曾
文
化
史
皐
第
一
一
続

東
方
向
学
第
三
二
輯

文
部
省
研
究
報
告
集
録

歴
史
教
育
第
十
四
巻
第
十

5皮

田
村
博
士
煩
書
東
洋
史
論

叢
東
洋
史
研
究
第
二
七
巻
第

競

史
林
第
五
三
巻
第

一一
蹴

東
洋
史
研
究
第
二
九
巻
第

続

東
洋
史
研
究
第
二
九
巻
第

昭
和
三
九
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
十
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年
十
二
月

昭
和
四
三
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年
十
二
月

九
月

七
月

七
月月月

六
月

九
月

A
U
 

五
月

九
月月

六
月



清
代
潅
正
朝
に
お
け
る
養
廉
銀
の
研
究
骨
|
地
方
財
政
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
|

清
代
新
彊
に
お
け
る
玉
石
問
題
(
『
中
園
史
研
究
二
』
所
枚
)

清
代
塞
外
に
お
け
る
山
西
商
人

清
代
に
お
け
る
山
西
商
人
と
内
蒙
古

批

評

宋
代
官
吏
之
私
営
商
業
(
全
漢
昇
著
「
園
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
第
七
本
二

分
」
民
国
三
六
年
十
二
月
〉雑

録

茶
商
と
後
宮

井
川
君
を
憶
ふ

中
園
近
代
政
治
の
特
質

二
・
三
合
併
競

東
洋
史
研
究
第
三
十
巻
第

.四
競

史
林
第
五
三
巻
第
五
競

東
方
皐
曾
創
立
二
五
周
年

記
念
東
方
摩
論
集

藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念

史
事
例
教
組
平
論
集

東
洋
史
研
究
第
三
巻
第
一

競
東
洋
史
研
究
第
一
巻
第
四

5皮
島
平
而
鋒

山
口
組
専
鳳
陽
新
聞
九
月

日

昭
和
四
七
年

昭
和
四
五
年

、
昭
和
四
六
年
十
二
月

昭
和
四
八
年
十
一
月

昭
和
十
二
年

昭
和
十
一
年

昭
和
十
六
年

昭
和
二
三
年

月
九
月

十
月

→ 11-

四
月

七
月



資
治
通
鑑
索
引
稿
あ
と
が
き

資
治
通
鑑
索
引
稿

「
資
治
通
鑑
索
引
」
に
再
録
)

(
の
ち

不
管
地

史
林
第
三
七
巻
第
四
時
肌

中
園
随
筆
索
引
あ
と
が
き

7す1

洋

史

明

究

4旨... 

羽
田
先
生
の
思
い
出

東
洋
史
研
究
第
十
四
巻
第

安
部
博
士
を
悼
む

三
披

東
洋
史
研
究
第
十
七
巻
第

四
蹴

森
憲
二
君
を
憶
う

森
定
二
遺
稿
集

孔
子
と
修
養

時
代
巨
分
と
歴
史
の
お
ぼ
え
方

思
念
第
四
輯

親
祭
第
十
四
巻
第
九
続

忠
恕
の
世
界

思
念
第
五
輯

思
念
第
六
輔

昔
の
師

石
を
蒐
集
す
る
趣
味

朝
鮮
皐
報
第
三
七
・
三
八

輯
(
合
併
〉

中
園
の
秘
密
結
社

P
H
P
第
一
一
一
六
競

盟
の
魅
力

歴
史
の
盲
貼

P
H
P
第
一
二
七
競

P
H
P
第
一
二
八
蹴

「
森
本
潔
さ
ん
」

森
本
君
の
憶
い
出
l
京
大
時
代
の
こ
ろ

昭
和
二
五
年

昭
和
二
九
年

昭
和
二
九
年

昭
和
三
十
年
十
一
月

昭
和
三
四
年

昭
和
三
八
年

昭
和
三
八
年

昭
和
三
八
年
十
二
月

昭
和
三
九
年

昭
和
四
十
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
二
年

月
七
月

十
月月

六
月

- 12--ー

九
月

五
月

二
月月

五
月

六
月

七
月月



石
ブ
l
ム

『
東
洋
の
歴
史
』
六

忘
れ
え
ぬ
言
葉

P
H
P
第
二
四

O
瞬

矢
野
先
生
の
思
い
出

東
洋
史
研
究
第
二
八
巻
第

四
競

中
井
先
生
を
憶
う

中
井
虎
男
先
生
志
の
ぶ
草

細
川
先
生
の
思
い
出

細
川
敏
太
郎
先
生
志
の
ぶ

草

二
三
の
思
い
出

創
立
七
十
周
年
記
念
誌

(香
川
線
立
観
音
寺
第

高
等
号
校
)

安
部
博
士
の
こ
と
ど
も

創
文
第
九
二
披

湖
南
博
士
と
急
就
章

内
藤
湖
南
全
集
第
二
巻
月

報
八

文
化
行
政
に
ひ
と
こ
と

京
都
新
聞
九
月
三
日

刊、J

那
波
先
生
の
思
い
出

史
街
第
三

O
競

素
朴
な
心

樟
樹
第
一
一
統
(
香
川
懸
立
観

音
寺
第
一
高
等
翠
校
)

月
報

昭
和
四
二
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年
十
一
月

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

タ

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
七
年

月
五
月月

十
月

十
月月

- 13ー

月
十
月

七
月



講
演
概
要
・
梗
概

北
宋
時
代
の
茶
法

宋
代
四
川
の
茶
法
(
『
中
園
史
研
究
一
』
所
牧
)

清
代
の
盟
法
(
『
中
闘
史
研
究
一
』
所
収
)

茶
の
産
地
に
つ
い
て
(
座
談
曾
)

盟
と
中
園
史

山
西
商
人
と
中
園
史
ー

僻

典

目

項

支
那
祉
禽
経
済
大
僻
典
(
第
一
審
ア
1
ヵ
、
山
口
経
済
専
門
事
校
東
亜
経
済
研
究
曾
編
)

外
倍
、
餐
源
茶
、
稼
茶
、
鶴
嶺
茶
、
火
前
茶
、
加
撞
銭
、
侵
茶
、
芽
茶
、
臥
龍
茶
、

煉
芽
、
官
茶
、

世
界
歴
史
事
典

王
安
石
、
王
安
石
の
新
法
、
翰
林
院
、
官
鏡
、
三
司
、
貿
銀
、
新

東
洋
史
研
究
第
一
巻
第
一

競
東
洋
史
研
究
第
二
巻
第
二

競
人
文
第
二
巻
第
二
披

淡
交
昭
和
三
六
年
七
月
続

佐
伯
博
士
講
演
記
録
(
香

川
勝
立
観
音
寺
第
一
高
等

事
校
)

東
洋
史
研
究
第
三
二
巻
第

続

大

雅

卒

凡

昭
和
十
年

昭
和
十
一
年
十
二
月

昭
和
二
三
年

昭
和
三
六
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年
十
二
月

堂

昭
和
十
九
年
十
二
月

社

昭
和
二
六
年
八
月
J

十
月

九
月

七
月

十
月
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伝
業
、
嘗
法
黛
、

4

茶
法

世
界
大
百
科
僻
典
王
安
石
、
蓄
法
黛
、
コ
一
司
、
新
法
黛

ア
ジ
ア
歴
史
事
典
泊
海
制
置
使
、
盟
商
、
瞳
妙
、
瞳
政
大
臣
、
瞳
法
遁
士
山
、
瞳
邑

志
林
、
王
安
石
、
王
安
雄
、
権
課
、
監
察
制
度
、
韓
編
、
虞
允
文
、
慶
元
の
黛
禁
、

元
一
茄
黛
籍
碑
、
攻
娘
集
、
郊
記
、
孔
武
仲
、
孔
文
仲
、
古
冷
合
壁
事
類
備
要
、
坐

賀
、
盟
、
部
康
節
、
清
瞳
法
志
、
審
官
院
、
審
刑
院
、
紳
宗
(
宋
)
、
制
置
三
司
篠

例
司
、
選
人
、
専
賀
、
宋
(
政
治
)
、
宋
季
三
朝
政
要
、
宋
九
朝
編
年
備
要
、
総
計

使
、
宋
元
通
鑑
、
竃
戸
、
倉
司
、
宗
室
、
太
卒
治
迩
統
類
、
知
勝
、
知
制
語
、
茶

(
中
園
)
、
茶
引
、
茶
課
司
、
茶
湯
鏡
、
越
贈
、
直
館
、
通
剣
、
股
聞
、
股
聞
大
皐
土
、

天
章
閣
、
堂
後
官
、
陶
湖
、
南
外
宗
正
司
、
南
司
、
剣
、
批
験
所
、
俵
散
法
、
吏

皐
指
南
、
六
一
雄
、
李
常
、
留
守
、
龍
園
閣
、
雨
制
、
臨
川
集
、
株
粟
、
准
北
票
盟

志
略

東
洋
史
酔
典
安
撫
使
、
役
法
、
瞳
課
、
盟
課
司
、
瞳
商
、
瞳
徒
、
王
安
石
、
王
安

石
の
新
法
、
解
州
瞳
、
開
中
法
、
奮
法
黛
、
均
職
法
、
行
瞳
地
、
交
子
、
参
知
政

事
、
市
易
法
、
瞳
、
瞳
の
専
買
、
新
法
黛
、
極
密
院
、
井
盟
、
制
置
三
司
篠
例
司
、

青
苗
法
、
専
買
事
業
、
竃
戸
、
知
州
、
茶
、
逼
剣
、
問
中
書
門
下
卒
章
事
、
高
言

の
書
、
秘
密
結
社
、
文
彦
博
、
募
役
法
、
濃
議
、
末
瞳
、
李
烹

卒卒東

ム
口
小

凡凡倉リ

フじ

昭
和
二
七
年
十
月

社

昭
和
三
十
年
十
月
J

昭
和
三
二
年
五
月

昭
和
三
四
年
九
月
J

昭
和
三
七
年
四
月

社

- 15-

社

昭
和
三
六
年

二
月


